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『
人
間
と
政
治
－
政
治
學
序
読
』

　
本
書
は
、
第
一
部
「
自
由
主
義
の
理
念
、
理
想
、
目
的
の
獲
展
」
と
し
て
、

西
獣
政
治
思
想
の
救
述
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
「
現
代
政
治
と
政
府
機

構
」
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ソ
ヴ
ェ
ト
お
よ
び

後
進
國
の
政
治
の
厳
述
で
あ
る
。
結
び
「
國
際
開
係
と
し
て
の
政
治
」
で
は
、

ア
メ
リ
カ
外
交
と
世
界
政
治
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
的
理
性
と
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰

を
基
軸
と
す
る
西
欧
政
治
思
想
史
を
、
人
問
の
自
由
の
獲
展
史
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
い
ま
、
近
世
以
後
の
思
想
史
を
要
約
的
に
示
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ

る
。
ロ
：
マ
教
會
の
現
世
的
優
位
は
、
教
皇
の
精
紳
的
・
組
織
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
も
と
に
、
中
世
的
普
遍
主
義
の
統
一
機
構
を
構
築
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

教
會
の
権
威
は
教
會
分
裂
の
危
機
を
通
じ
て
、
封
建
騰
制
の
没
落
と
と
も
に
失



墜
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
世
界
は
、
宗
教
改
革
を
旋
同
軸
と
し
、
個
人
の

良
心
と
自
由
、
お
よ
び
國
民
國
家
の
形
成
と
し
て
展
開
し
て
ゆ
く
。

　
ル
：
テ
リ
ズ
ム
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
個
人
主
義
を
内
面
的
に
深
化
さ
せ
つ

つ
、
世
俗
的
世
界
に
お
い
て
は
、
受
動
的
服
從
を
説
い
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム

は
、
紳
の
豫
定
と
救
濟
に
封
す
る
個
人
の
精
淋
的
緊
張
を
禁
欲
的
螢
働
倫
理
と

し
て
読
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
生
活
倫
理
を
教

え
、
資
本
主
義
の
初
期
的
形
成
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。

　
國
民
國
家
の
世
俗
的
灌
威
は
、
中
世
的
権
威
の
正
統
性
の
傳
統
を
腕
し
て
、

ま
ず
政
治
権
力
の
問
題
と
し
て
把
え
ら
れ
た
（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
）
。
つ
づ
い
て
、

そ
れ
は
主
権
概
念
と
し
て
理
論
化
さ
れ
て
い
つ
た
（
ボ
ー
ダ
ン
）
。
ま
た
、
絶
野

的
主
樺
國
家
間
の
相
互
規
制
と
い
う
問
題
は
、
國
際
法
の
観
念
を
形
成
せ
し
め

た
の
で
あ
る
（
グ
ロ
シ
ウ
ス
）
。

　
絶
封
主
義
か
ら
市
民
革
命
を
脛
て
、
近
代
市
民
國
家
へ
と
移
行
す
る
過
程

で
、
國
民
國
家
の
主
灌
は
、
君
主
か
ら
人
民
へ
と
そ
の
主
盟
を
下
降
さ
せ
て
ゆ

く
。
こ
の
こ
と
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
と
ロ
ッ
ク
の
思
惟
に
封
照
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
政
治
的
自
由
主
義
は
、
産
業
革
命
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た

輕
濟
的
自
由
主
義
と
相
ま
つ
て
、
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
哲
學
を
完
成
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
府
機
能
の
極
少
化
と
輕
濟
的
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル

を
中
心
原
理
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
の
経
濟
學
は
、
理
性
的
・
道
徳
的
な
個
人
の
自
由
を
前
提
と
L
た
ブ
ル
ジ
ョ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ワ
ジ
ー
の
古
典
的
民
主
主
義
理
論
で
あ
る
。

　
ヨ
：
ロ
ヅ
パ
の
十
八
・
九
世
紀
の
自
由
主
義
的
民
主
主
義
は
、
民
主
化
と
産

業
化
の
進
行
に
と
も
な
つ
て
、
あ
ら
た
な
問
題
に
直
面
す
る
。
都
市
産
業
勢
働

者
の
大
量
進
出
と
そ
の
政
治
的
李
等
”
選
撃
灌
へ
の
要
求
、
肚
會
的
・
脛
濟
的

李
等
に
封
す
る
主
張
、
自
由
主
義
輕
濟
の
弊
害
の
修
正
、
民
主
主
義
に
お
け
る

大
衆
の
教
育
、
産
業
化
の
昂
進
に
と
も
な
う
脛
濟
的
相
互
依
存
と
國
家
間
の
封

立
の
深
刻
化
、
産
業
肚
會
に
お
け
る
組
織
の
屋
力
と
個
人
の
道
徳
的
良
心
と
の

葛
藤
、
こ
う
い
つ
た
問
題
が
、
民
主
主
義
“
産
業
肚
會
に
提
起
さ
れ
て
き
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
、
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

革
命
へ
の
政
治
的
指
向
は
、
そ
れ
ら
に
封
す
る
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
挑
職
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
由
主
義
的
民
主
主
義
は
、
こ
の
現
代
的
問
題
状
況
に

封
感
し
て
積
極
的
な
機
能
鱒
換
を
お
こ
な
い
、
民
主
主
義
的
福
祉
國
家
を
指
向

し
て
い
る
。
そ
の
政
治
的
課
題
は
、
人
間
の
物
質
的
幅
肚
の
極
大
化
と
い
う
目

的
を
肚
會
的
、
脛
濟
的
に
ど
う
組
織
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
部
に
お
い
て
は
、
西
厭
政
治
思
想
が
ど
の
よ
う
に
具
騰
的
に
政
治
機
構

に
よ
つ
て
實
現
さ
れ
て
い
る
か
が
考
察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ロ
ッ
ク
的
概
念

（
自
然
欺
態
↓
肚
會
契
約
↓
政
府
）
を
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
會
と
い
う
自
然
的
事

實
に
導
入
し
た
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
を
み
て
み
よ
う
。
建
國
者
た
ち
の
政
治
思

想
は
憲
法
の
制
定
に
具
騰
化
さ
れ
、
灌
力
分
立
の
政
府
機
構
が
組
織
化
さ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
國
者
た
ち
が
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
・
李
等
主
義
的
権
力
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の
議
會
へ
の
集
中
を
恐
れ
て
、
そ
れ
に
封
抗
す
る
大
統
領
の
拒
否
槽
を
制
度
的

に
案
出
し
た
こ
と
は
、
誤
ま
り
で
あ
つ
た
。
と
い
う
の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ

ソ
テ
ィ
ア
祉
會
と
い
う
環
境
は
、
輕
濟
的
李
等
主
義
と
私
有
財
産
と
を
封
立
化

さ
せ
る
に
い
た
ら
ず
、
か
え
つ
て
脛
濟
的
個
人
主
義
を
貫
徹
せ
し
め
た
か
ら
で

あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
輕
濟
不
況
は
、
こ
の
傳
統
に
終
止
符
を
う
つ
か
に
み

え
た
が
、
私
有
財
灌
の
尊
敬
と
輕
濟
的
李
等
主
義
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の

壮
會
・
輕
濟
立
法
の
規
制
を
受
け
つ
つ
、
耶
和
的
に
共
存
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
あ
た
ら
し
い
瀧
會
・
輕
濟
的
襲
展
は
、
政
治
構
造
の
形
態
攣
化

を
必
然
的
な
ら
し
め
た
。
そ
の
い
ち
じ
る
し
い
事
實
は
、
蓮
邦
政
府
の
灌
力
撞

大
と
大
統
領
職
の
政
治
的
重
要
性
の
増
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の

修
件
に
封
鷹
し
て
、
民
主
主
義
的
理
想
が
當
然
梯
う
べ
き
組
織
的
犠
牲
な
の
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
市
民
的
自
由
も
、
状
況
の
攣
化
と
無
縁
で
は
な
く
、
ア
メ

リ
カ
憲
法
史
上
の
重
要
な
雫
馳
を
形
成
し
て
い
る
。
と
く
に
最
近
の
冷
職
下
の

特
殊
的
條
件
は
、
盟
制
に
封
す
る
同
調
性
と
忠
誠
を
要
請
し
、
傳
統
的
自
由
権

を
制
限
す
る
立
法
措
置
を
不
可
避
に
し
て
い
る
。
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主

義
の
間
題
黙
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
、
議
會
の
不
機
能
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ヅ
プ
の
飲
如
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
基
本
間
題
は
、
政
窯
組

織
の
再
編
を
お
こ
な
う
こ
と
に
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
に
し
て
、
各
國
の
政
治
に
つ
い
て
救
述
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
は
項
目
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
　
　
（
二
二
山
ハ
）

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
主
灌
的
議
會
、
政
治
制
度
と
政
治
過
程
、
イ
ギ
リ
ス
民
主

主
義
の
特
性
、
イ
ギ
リ
ス
の
將
來
と
い
う
問
題
。
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
政

治
的
・
吐
會
的
徳
統
、
傳
統
的
政
裳
、
第
四
共
和
國
と
そ
の
政
府
機
構
、
第
五

共
和
國
と
ド
・
ゴ
ー
ル
、
第
五
共
和
國
の
將
來
と
い
う
問
題
。
ド
イ
ッ
に
つ
い

て
は
、
國
家
の
代
贋
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
國
、
第
三
帝
國
、
西
ド
イ
ッ
蓮
邦
共

和
國
、
ド
イ
ッ
の
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
展
望
と
い
う
間
題
。
ソ
ヴ
ェ
ト
に

つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
政
治
的
傳
統
、
革
命
・
マ
ル
ク
ス
主
義
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
彊
制
的
産
業
化
、
規
制
と
政
府
機
構
、
革
命
の
將
來
と
い

う
問
題
が
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
後
進
國
の
政
治
に
つ
い

て
、
要
黙
だ
け
記
し
て
お
く
。

　
．
、
冒
留
昆
雲
9
8
9
、
、
と
い
う
言
葉
が
、
．
＄
お
一
ε
8
．
、
と
い
う
言
葉

と
封
照
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
差
異
は
、
民
主
化
と
産
業
化
の
進
歩
の

差
異
で
あ
る
。
西
欧
世
界
に
お
け
る
民
主
主
義
“
産
業
肚
會
の
目
標
は
、
す
で

に
み
た
よ
う
に
、
世
俗
的
福
祉
の
極
大
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
非
西
厭
一

世
界
に
お
い
て
も
、
そ
れ
と
基
本
的
一
致
が
み
ら
れ
る
。
後
進
國
に
お
け
る
世

俗
的
福
祉
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ソ
ト
は
、
第
一
に
、
西
欧
的
贋
値
理
念
と
し
て
の

政
治
的
自
由
と
李
等
で
あ
り
、
そ
れ
が
植
民
地
支
配
に
封
し
て
、
政
治
的
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ち

立
、
民
族
的
統
一
と
し
て
反
作
用
す
る
。
そ
の
第
二
は
、
脛
濟
的
自
由
と
李
等

で
あ
り
、
植
民
地
的
搾
取
か
ら
の
解
放
と
輕
濟
的
自
律
性
へ
の
欲
求
と
し
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
ち

ら
わ
れ
る
。
そ
の
第
三
は
、
文
化
的
自
由
と
李
等
で
あ
り
、
民
族
固
有
の
言



語
、
シ
ン
ボ
ル
、
歴
史
、
生
活
檬
式
の
主
張
で
あ
る
α

　
後
進
國
に
お
け
る
脛
濟
問
題
は
、
急
速
な
産
業
化
で
あ
る
。
西
欧
に
お
け
る

そ
れ
は
自
生
的
に
成
長
し
て
い
つ
た
が
、
後
進
國
に
お
い
て
は
、
み
ず
か
ら
そ

の
前
提
條
件
を
創
造
す
る
こ
と
に
多
大
の
困
難
を
見
い
だ
す
。
資
本
蓄
積
、
輕

濟
構
造
の
攣
革
、
産
業
指
導
者
と
瞥
働
力
の
確
保
、
場
働
意
欲
、
教
育
水
準
の

ひ
き
あ
げ
、
技
術
的
・
管
理
的
技
能
の
育
成
、
傳
統
的
信
念
の
破
棄
な
ど
。
他

方
ま
た
、
産
業
化
に
と
も
な
う
人
口
の
自
然
的
増
加
は
、
一
暦
潔
刻
な
問
題
と

な
ろ
う
。
文
化
問
題
は
、
後
涯
．
國
の
産
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
西
鰍

化
に
文
化
的
に
抵
抗
し
な
が
ら
、
杜
會
を
輕
濟
的
、
杜
會
的
に
西
鰍
化
す
る
と

い
う
こ
と
に
お
い
て
、
ま
さ
に
プ
・
フ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
西
鰍

化
、
近
代
化
は
、
文
化
的
固
有
性
旺
土
着
性
を
破
壊
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
政
治

問
題
に
つ
い
て
は
、
民
主
化
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
窯
が
モ
ー
ビ
ラ
イ

ズ
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
必
須
の
課
、
題
と
な
る
。
實
際
、
撮
立
後
の
後
進
國
は
ど

こ
で
も
、
そ
の
文
化
的
多
様
性
を
反
映
し
た
異
質
的
集
團
と
政
窯
の
噴
出
が
、

分
裂
的
傾
向
を
促
進
し
て
い
る
。
西
欧
諸
國
は
後
進
國
に
封
し
て
受
身
的
立
場

に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
共
産
主
義
の
ア
ピ
ー
ル
を
無
親
で
き
な
い
。
し
か

し
、
後
准
國
に
と
つ
て
は
、
共
産
主
義
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
脛

濟
的
・
文
化
的
・
政
治
的
問
題
の
急
速
か
つ
有
効
な
解
決
を
も
た
ら
す
輕
濟
的
・

政
治
的
組
織
を
選
揮
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

以
上
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
就
會
の
生
活
の
目
的
ロ
償
値
理
念
を
、
ど
の
よ

う
に
組
織
化
し
現
實
化
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
槻
角
か
ら
、
政
治
の
歴
史
と
現
實

を
把
握
し
て
い
る
。
本
書
は
、
政
治
學
を
學
ふ
も
の
に
と
つ
て
必
要
な
知
識
を

要
領
よ
く
ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
に
到
す
る
方
法
競
角

に
適
切
な
示
陵
を
あ
た
え
て
い
る
。
最
後
に
、
本
書
の
序
論
的
部
分
を
ま
と
め

て
み
よ
う
。

　
人
間
は
、
合
理
性
と
道
徳
性
と
を
そ
な
え
た
可
能
的
存
在
と
し
て
、
肚
會
匿

關
連
の
な
か
に
生
活
す
る
。
人
間
の
自
由
を
杜
會
が
響
導
し
、
組
織
化
す
る
に

は
、
五
つ
の
條
件
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
人
間
は
、
有
機
農

と
し
て
、
そ
の
お
か
れ
た
物
理
的
環
境
に
適
懸
し
、
か
つ
そ
の
物
質
的
必
要
性

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
肚
會
の
構
成
員
と
し
て
生
活
す
る

以
上
、
人
間
に
は
相
互
的
理
解
が
成
立
し
、
傳
達
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
間
は
あ
る
共
通
の
贋
値
、
も
し
く
は
信
念
艦
系
を
分
有
し
、
基
本
的
な
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
封
す
る
同
意
が
あ
る
。
第
三
に
、
杜
會
は
教
育
の
プ
ロ
セ
ス
を
維

持
す
る
必
要
が
あ
る
。
肚
會
に
お
け
る
あ
た
ら
し
い
世
代
の
レ
ク
ル
ー
ト
メ
ン

ト
の
た
め
に
、
構
成
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
途
行
が
教
え
ら
れ
る
。
第
四
に
、

肚
會
に
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
が
あ
る
。
肚
會
の
既
存
の
行
動
パ
タ
ー
ン

に
封
す
る
逸
腕
的
行
爲
は
、
吐
會
の
調
和
的
機
能
化
を
内
外
か
ら
破
壌
す
る
。

か
か
る
危
除
に
封
し
て
は
、
胱
會
に
な
ん
ら
か
の
保
護
装
置
を
必
至
た
ら
し
め

る
。
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紹
介
と
批
評

　
こ
れ
ら
の
條
件
を
充
分
に
作
用
さ
せ
、
吐
會
の
機
能
を
全
艦
的
に
マ
ネ
ー
ジ

す
る
第
五
の
條
件
が
、
も
つ
と
も
廣
い
意
味
で
の
政
治
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
政
治
の
課
題
を
途
行
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
と
し
て
、
政
府
、
あ
る
い

は
政
治
構
造
が
構
成
さ
れ
る
。
國
家
と
は
、
そ
の
構
成
員
が
全
艦
的
存
在
を
マ

ネ
ー
ジ
す
る
意
識
的
必
要
性
を
感
受
す
る
に
い
た
つ
た
肚
會
を
さ
す
言
葉
で
あ

る
。
肚
會
の
機
能
的
條
件
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
政
治
の
機
能

は
、
多
少
と
も
物
理
的
強
制
力
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
肚
會
の
統
合
と

適
懸
を
は
か
る
正
統
的
権
威
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

　
政
治
の
ス
コ
ー
プ
が
、
こ
の
よ
う
に
肚
會
關
係
の
全
艦
領
域
に
ま
で
擶
大
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
政
治
の
研
究
主
題
も
、
就
會
の
機
能
全
艦
に
か
か
わ
り
を

も
つ
。
政
治
が
含
む
側
面
は
、
四
っ
の
相
關
的
側
面
に
よ
つ
て
分
析
で
き
る
。

第
一
は
、
肚
會
の
機
能
が
秩
序
づ
け
ら
れ
る
べ
き
目
的
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ

の
目
的
途
行
の
た
め
に
、
肚
會
が
も
ち
い
る
手
段
で
あ
る
。
第
三
は
、
そ
の
政

治
的
目
的
と
手
段
と
が
作
用
さ
せ
ら
れ
る
環
境
で
あ
る
。
第
四
は
、
そ
の
政
治

的
目
的
と
手
段
と
の
選
揮
を
條
件
づ
け
る
歴
史
的
傳
統
で
あ
る
。

　
目
的
と
し
て
の
政
治
と
は
、
肚
會
に
お
け
る
個
人
、
お
よ
び
批
會
全
盟
の
政

治
行
動
を
統
合
的
に
方
向
づ
け
る
理
想
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
で
あ
る
。
こ
の
政
治

的
目
的
を
實
陵
す
る
政
治
的
手
段
と
し
て
、
政
府
機
構
が
つ
く
ら
れ
る
。
政
府

機
構
は
、
歴
史
的
生
成
の
臨
結
で
あ
つ
て
、
憲
法
、
あ
る
い
は
慣
習
法
と
し
て

定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
政
治
的
目
的
と
手
段
が
選
樺
さ
れ
て
、
肚
會
の
政
治
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
二
二
八
）

活
が
護
展
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
に
は
、
そ
れ
を
條
件
づ
け
る
状
況
要
因
が
考
慮

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
吐
會
の
地
理
的
位
置
、
國
際
情
勢
、
自
然

的
資
源
、
人
口
量
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
水
準
、
心
理
的
状
態
、
吐
會
の
階
暦
構

造
や
灌
力
關
係
と
い
つ
た
も
の
が
、
環
鏡
を
形
成
す
る
。
さ
ら
に
、
以
上
の
諸

側
面
は
、
吐
會
の
歴
史
的
傳
統
に
よ
つ
て
條
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
肚
會
の
政
治
的
現
實
は
、
こ
の
よ
う
な
肚
會
學
的
攣
籔
の
複
合
で
あ
り
、
歴

史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
ヴ
の
う
ち
に
あ
つ
て
現
在
的
な
も
の
で
あ
る
。
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